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科 学 技 術 庁

1　人工衛星の開発

（1）放送衛星3号（BS－3）

　　利用機関からの要望に対応し、利用機関における放送需要に

　応じると．ともに放送衛星に関する自主技術の開発を進めること

　　を目的とする放送衛星3号（BS－3）について、これまでの

　成果を踏まえ、且一1ロケット（3段式）により、放送衛星3

　号一a（3S－3a）を昭和63年度に、放送衛星3今一b（B

　　S－3b）を昭和65年度に打ち上げることを目標に開発に着

　　干したい。

（2）地球資源衛星1号（ERS－1）

　　　合成開ロレーダによる能動型観測技術の確立を図るとともに、

　　資源探査を主目的に国土調査・農林漁業・環境四三・防災・沿

　岸域監視等の観測を行うことを目的とする地球資源衛星1号（E

　　RS－1）について・これまでの研究の成果を踏茸え・H－1

　　ロケット（2段式）により・昭和65年度頃に打ち上げること

　　を目標に開発研究に着手したい。

一　　1

辞画一冨蝋

皿　ロケツートの開発　　　一　　　　一一…　一

　　H－1ロケット

　　重箪約550κgの静止衛星打上げ能力を有するH－1ロケツ

　トの開発の一一環として、H－1ロケット（2旧式及び3段式）

　試験機の開発を引き続き進めるとともに、通信衛星3号一a（G

　S－3a）を昭和62年度に、通信衛星3号一b　（GS－3b）

　を昭和63年度：に打ち上げることを目標にH－1ロケットC3

　段式）1号機及び2号機の開発に着手したい。

皿　宇宙実験

　　第一次材料実験（FMPT）

　　昭和62年度にスペースシャトル／スペースラブを利用して、

第一次材料実験（FMPT）を行うことを目標に、これまでの

　成果を踏まえて、実験システムの開発に着手したい。

　　また、第一次材料実験（：FMPT）実施の際、我が国の科学

　技術者が搭乗することを目標に搭乗科学技術者の選抜を引き続

　き進めたいo

W　人工衛星及びロケットの研究その他

　（1）人工衛星技術

　　　90年代における各種人工衛星の開発に資するため、衛星

　　システム技術及ぴ衛星基礎技術に係る研究を引き続き進める

2

●



●

　とともに、大型静止三軸衛星バスゐ研究及び実験用通信衛星の

　研究に着手したい。

（2）　ロケット技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　90年代における大型衛星の打上げに対処するため、H－1

　ロケットの開発の成果を踏まえ・液酸●液水エンジンを第1段

　に使用サる大型ロケットの研究を本格的に進めたい。また、こ’

　の研究に必要な試験設備を整備したい。

（3）米国宇宙基地計画への参加のための研究

　　米国で検討されている宇宙基地計画への参加について検討す

　るため、これまでの調査研究の成東を踏まえて、宇宙基地シス

　テムを構成する要素について研究に着手したい。

（4）　研究開発の強化等

　　宇宙開発に関する研究開発を一層促進強化するため・宇宙開

　発事業団∠おいて玉自主技術による人工衛星、ロケットの開発に

　必要な技術を蓄積し・関係機関の要講に十分応えていけるよう

　に、同事i業団の関連組織を一層拡大充実し、人材の確保に努め

　るとともに・外部研究機関等との共同研究・人材の交沸等を積

　極的に推進していきたい。

3　　・一

i

文 部 省

1．第12号科学衛星の翻発について

　地球磁気圏におけるオー・ロラ粒子の加速機構及びオーロラ発

光現象等の精密観測を行うことを目的とする第12号科学衛星

　（EXOS－D）をMr－3S皿型ロケットにより、昭和63年

度に近地点400軌、遠地点10000軌の長儲円準極軌道に

打上げることを目標に昭和59年度から開発に着手したい。

2．宇宙基地計画について

　　宇宙基地の宇宙科学研究への利用に関し、長期ビジョン特別

　部会及ぴ宇宙基地計画特別部会の審議を踏まえ、所要条件や開

　発要素等について、昭和59年度からスタディーを進めること

　としたい。
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通 商 産
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業 省 運 輸 省

つ

　皿観測の分野の開発計画1．開発プログラムの事項中　（2）人工衛星

の開発の次に（3）人工衛星の開発研究として以下の事項を追加され．た

い。

　地球資源衛星1号（ERS－1）

　人工衛星を利用して資源探査を行う資源探査衛星システム技術の

確立を図るとともに、資源エネルギー政策の積極的な展開及び宇宙

関連産業・技術の発展を図るため、資源探査を主目的とする地球資

源衛星1号（ERS－1）を昭和65年度に打ち上げることを目標

に開発研究を行う。

　静止気象衛星3号（GMS－3）の開発にあたっては、信頼性

の向上に留意しつつ、開発経費の低減に努めるものとする。

●

一・ @5　　・一 一　　6
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郵 政 省

1．　自主技術による宇宙開発の促進について

　　我が国における自主技術による宇宙開発の促進を図るため、人

工衛星技術の開発に資するとともに、奥利用に供することを目的

　とする人工衛星の打上げ失敗により生ずる人工衛星の利用者機関’

の損害については》政府として適切な救済措置を講ずる。

2．放送衛星3号（BS－3）

　　我が国初の実用放送衛星である放送衛星2号（BS－2）によ

　る放送サービスを継続し・また・増大かつ多様化する放送需要に

　対処するとともに、放送衛星に関する技術の開発を進めるため、

　第二世代の実用放送衛星と．し1て、放送衛星3号（BS－3）の本

機を昭和63年度に、また、予備機を昭和65年度に打ち上げる

　こととし・．關発を行う。　　’　　　　7

　　なお、実利用の促進を図るという観点から、信頼性の向上と利

　用者機関の経費負担の軽減については、十分に配慮する。

3．実験用通信衛星（JEGS）

　　昭和60年代後半に打上げが必要となる大容量通信衛星及び移

動体通信衛星に用いられるてルチビームアンテナ技術、衛星内交

換技術・アンテナ展開技術等の開発を目的とする実験用通信衛皐

7

r

（JECS）を昭和64年度ごろに打ち上げることとし、所要

の開発研究を行う。

4．通信技術衛星（AGTS－E／ETS一～の，

　　宇宙通信が宇宙開発の基幹的技術の一つであることにかんが

　み、，この分野の自主技術の確立を図るとともに、将来の通信・

　放送需要の増大及び多様化に対処する必要がある。このため、

　新しい周波数帯を利用した固定衛星通信技術、移動体衛星通信

　技術、衛星放送技術等の開発を目的とする通信技術衛星（AC

　TS－E／ETS－M）を昭和66年度に打ち上げることを

　目標に、搭載通信機器の研究を行う。

5．観測の分野の衛星搭載ミッション機器に関する研究

（1）地球観測ミツジョン機器

　　　多方面への応用が期待されている電波リモートセンサに関

　　して、データの解析技術の研究及ぴ合成開ロレーダ、多周波

　　マイクロ波放射計、マイクロ波雨域散乱計等の研究を行う。

　（2）電磁環境観測ミッション機器

　　　電波伝搬媒質の乱れ・衛星の異常帯電等による障害の発生

　　を予知・警報し・通信業務上の円滑な運用を図るため・これ

　　らの主な原因である太陽活動が極大になる昭和60年代中ご

　　ろに寛平環境観測衛星（耳MEOS－A）を打ち上げること

　　：を目標に、そのミッション機器の研究を行う。

　　　　　　　　　　　　　一　　8　　一
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6．’l工衛星の共通技術に関する研究

（1）　レーザを利用した静止衛星の高精度姿勢・軌道決定システム

　　　静止衛星の軌道の正確な決定及び高精度姿勢制御を可能にす

　　るレーザーを利用した高精度姿勢・軌道決定システムに関する

　研究を行う。

（2）大型宇宙アンテナの組立・測定技術

　　衛星搭載アンテナの大型化及び高精度化に必要となる大型宇

　宙アンテナの組立・測定技術に関する研究を行う。
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宇宙開発計画（昭和58年3月16日決定）の見直しに関する関係省庁の要望事項一覧

打上げ

　　機
N度

Mロケ　ツ　ト N一五ロケット H－1ロケヅト スペースシャトル

◎一通信衛星2号 ◎　粒子加速装置

一b を用いた宇宙

58 （GS－2b） 科学実験

◎　第9号科学衛 ◎　放送衛星2号
●

（SEPAG）
星

一a
（EXOS－G） （BS－2a）

◎　静止気象衛星
…

5’9
禽み 3号・

（G亙S－3）

◎放送衛星2与
◎　第ユ。号科学 一b

衛星 （BS－2b） ◎　〔H一’1・ケツ

60 （PLA醤ET－A） ト（2段式）試

〔M．一3S丑型ロケ 験機〕

、
ツト〕 騰灘能）

」

◎海洋観測衛星

1号

（MOS－1）
◎　第11号科学

61 衛星

（ASTRO－G） ◎　予備用H－1
〔年少3S互型ロケ ロケット（2
ツト〕 段式）試験機

◎　技術試験衛星

V型
’（ETS－V）

〔Hrlロケット

｛ （3段式）誤験機〕
量　　62
p

｝
ゆ第一次材料実

@　験
8 （FMPT）
1

◎　通信衛星3号

一a
　　（CS－3a）

X
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打上げ

　　機
N度

M　ロケ　ツ　ト N一皿ロケット H－1ロケット． ’スペースシャトル

　　　　　　　　～掾@通信衛星3号

@　一b
●

くGS－3b）
63 團レ第12号科学

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

q星 瞬〉放送衛星3号

（EXOS－D）． 一a
（BS－3a）

ざ4 髪毒

ζ〉実験用通信衛

@　星
「（JEGS）

ゆ放送衛星3号

@　一b
（BS－3b）

65
◎

k、 ζ〉地毅源衛星

@　1号
ヒ （ERS」1）

、
げ

、

，、

● 衛星搭載の地球観測ミッション機器の研究 旨

● 衛星搭載の電磁環境観測ミツシヨ ン機器の研究

そ ● 回しい周波数を利用した衛星搭：載の通信機器の研究

● 大型宇宙アンテナの組立・溜定技術に衡する研究
も

・　実験用通信衛星の研究 「

「

。　大i攣壽止三軸衛星バスの研究

の o レーザを利用した静止衛星の高精度姿勢・軌道決定システムに関する研兜

の 米国宇宙基地計画への参加のための研究

● 米国宇宙基地の．宇宙科学研究への利用についての研究

・　大型ロケヅトの研究

他 ・　研究開発の強化等
、

■ o 麗係省庁における経費負担の軽減について
9 1

； 1　。

p 自主技箭による宇宙開発の促進についで

o

◎　　既定計画

頗〉開発要望事項

［；〉　開発研究要望事項
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宇宙開発計画の見直し：に関する審議について（案）

昭和58年6月29日’

宇宙開発委員会’決定

宇宙開発郭大纏基づき・碑5・9．霜融にお，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
し審講項　．・．『．芦・一’・
　　内外曙勢の．変花｝宇宙ρ稠に細る瑚的見

通し・即の嘩及び醗の酵状況並び酪省庁
の要望を踏まえて、留和59’年度にお轟ナる宇宙開発

勲費め克積…及……画に？一
　要な調査審議を行うb

a容議方法’

．tの糖は・昭和5？霜月蒜でに．織る酵　．．

胡途に磯部’会におセ’て行う・ただし覗積り万…

針に反映させるべき事卿こつ’い下は．・昭和58年81

　月上旬に審議を終えることを目途とする。

／
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（昭和58年6月現在）

千葉大学工学部教授

辱文部省宇宙科学研究所教授

文部省宇宙科学研究所教授

三菱重工業（株）常務取締役

専修大学法学部教授

外務大臣官房審議官0

名城大学理工学部教授

文部省学術国際局長

航空振興財団常勤顧問

郵政省電波研究所次長

明治大学工学部教授

協同住宅ローン（株）社長

松下通信工業（株）常務取締役

通商産業省工業技術院機械技術研究所次長

（株）ゼネラル顧問

日本電気（株）担当常務理事

通商産業省機械情報産業局長

科学技術庁航空宇宙技術研究所角田支所長

東京大学工学部教授

宇宙開発事業団理事

科学技術庁航空宇宙技術研究所長

宇宙開発事業団理事

建設省国土地理院長

郵政省電波監理局長

科学技術庁金属材料技術研究所科学研究官

運輸省気象庁気象衛星センター所長
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山　内　正　男

渡　辺　隆　三

東京大学海洋研究所教授

日産自動車（株）顧問

二股大臣官房長

科学技術庁航空宇宙技術研究所科学研究官

東京芝浦電気（株）電波通信事業本部首席技監

通商産業省工業技術院電子技術総合研究所

極限技術部長

・運輸省電子航法研究所衛星航法部長

運輸大臣官房総務審議官

（株）日立製作所宇宙技術推進本部担当技師長

文部省宇宙科学研究所教授

宇宙開発事業団理事

宇宙開発事業団理事

石川島油磨重工業（株）航空宇宙事業本部

宇宙開発事業部長

早稲田大学理工学部教授

科学技術庁研究調整局長

日本電信電話公征研究開発本部長

通信・放送衛星機構理事

国際通信施設（殊）社長

文部省宇宙科学研究所長

（社）経済団体連合会開発部長

二本放送協会技師長專務理事

富士通インターナショナルエンジニアリング

（株）専務取締役

宇宙開発事業団理事長・

運輸省海上保安庁水路部企画課長


